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４）その他緑地の計画 

自然保護条例上の基準には該当しないが、自然環境への配慮から、「その他緑地」

として出来る限りの緑化を行い、生態的機能や景観的機能を持たせる。 

 

①調整池 Aの隣接部における緑化 

調整池 Aの隣接部については、自然回復を基本とした在来種による草地として管

理し、草地を好む動植物の生育・生息環境、事業区域内の景観、動物の移動経路と

しての機能に配慮する。 

●周囲の自然環境からの侵入による自然回復緑化を基本とし、外来種の除去や草

刈りを定期的に実施する。 

●低茎草地を好む小鳥類等の動物の採餌場とする。 

●隣接する残留緑地や調整池 A隣接部に生育・生息する野生動植物への影響がな

いよう、除草剤等の散布は行わない。 

 

 

 

 

 

②調整池 A・調整池 Bの水が溜まる部分の緑化 

調整池 A、調整池 Bの水が溜まる部分について、池床に水や砂泥が溜まる構造と

し、自然回復による湿性地様の環境を創出する。 

●オリフィスの位置を調整し、オリフィス高以下に常時水が溜まる構造とする。 

●人為的な植栽は行わず、湿性植物の自然な回復を見守る。 

●調整池の浚渫に合わせて、遷移した植物群落を除去し、乾燥化等を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③切り土法面の在来種吹き付けによる緑化 

北側の駐車場・資材置き場エリアにある、切り土法面 4箇所において、斜面崩壊

防止のための早期植生の回復と、草地環境を好む昆虫類等の生息環境の回復を目的

として整備する。 

●切り土法面は客土の質が安定しないため、樹木による緑化は行わず、草本種子

の吹き付けにより緑化を行う。 

●草本種子は在来種を基本とする。 

●定期的に監視を行い、オオブタクサ等の外来種の生育が確認された場合、抜き

取りを基本とした除草を行う。 

●定期的に草刈りを行い、草地環境の維持に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-1-11 その他緑地位置図 
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